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中国新指導部の“プロファイリング”⑨：
李希　沿海諸省の要職を歴任する西北系幹部
李昊　（日本国際問題研究所 若手客員研究員）
　2017年10月、中国共産党第19回全国代表大会（通称：党大会）と第19期中央委員会第一回全体
会議（通称：一中全会）が開かれ、今後5年間の中国を治める新しい指導部が発足した。本シリーズ
では、新しい指導部の注目すべき人物について、①経歴、②人脈、③政策、思想的傾向、④今後の
展望の四つの視点からプロファイリングを行い、紹介している。今回は新政治局委員の李希を取り
上げる。
経歴1
　李希は中国西北部に位置する甘粛省両当県出身であり、地元の甘粛省、そして隣の陝西省と、西
北部に長く勤めた。1982年に西北師範学院中文系を卒業し2、その後は甘粛省の宣伝部、弁公庁、
組織部と様々な部門に勤めた。1995年以後、李希は甘粛省の下級行政区域の幹部として着実に昇進
を重ね3、2004年には甘粛省党委員会秘書長に就任した。同年、陝西省に移り、省党委員会常務委
員兼秘書長を務めた後、2006年から2011年まで5年間、陝西省第二の都市で、かつて中国共産党中
央が置かれた革命聖地である延安市の党委員会書記を務めた（陝西省党委員会常務委員兼任）。こ
の延安での経歴は李希にとって重要なものとなった。
　2011年に李希は西北部を離れ、上海市組織部長、市党委員会副書記などを経て、2014年に遼寧
省に異動した。遼寧省では、党委員会副書記、省長代理、省長を経て、2015年に省党委員会書記に
昇格した。この時期の遼寧省は問題山積であった。省党委員会書記前任者の王珉は2016年3月に汚
職腐敗の廉で摘発された。その後9月には、全国人民代表大会の省代表選出において票の買収行為が
あったとして、それに関わった省人民代表大会の代表454人が代表資格を失うという事件が発生し
た4。更に、遼寧省の経済状況は頗る悪く、2016年の遼寧省のGDP成長率は全国の省レベル行政区
で唯一マイナスを記録した5。また、それ以前の省の経済統計において不正が行われたことが発覚
し、2017年1月に省長がついにそれを公に認めた6。これらの問題に対して、李希は前任者の王珉に
全ての責任を負わせ、徹底的に批判し、「私が就任したからには二度と悪いことは起きない」と話
したという7。李希自身は責任を問われることなく、遼寧省の立て直しに努め、状況の改善に貢献し
たことになっている。この遼寧省での「功績」を引っ提げ、李希は2017年の党大会後の一中全会に
おいて政治局委員に選出され、直後に南方の重要地域である広東省の党委員会書記に就任した。
　李希は西北地域でのキャリアが長いが、その後は上海、遼寧、広東と移り、華東、東北、華南と
いった中国の様々な地域の幹部を務めてきた。このキャリアパスの地域的多様性は栗戦書と相似し
ている。なお、李希も他の多くの幹部と同じように、大学院の社会人コースを利用して、延安市党
委員会書記時代に清華大学の修士学位（工商管理）を取得している。
人脈
　李希は習近平に近いと言われている8。しかし、実は両者が業務上一緒に仕事をした期間はない。
李希は2011年から2014年まで上海市にいたが、このころ習近平はすでに北京の党中央に移ってい
た。それでも李希と習近平が近いと言われるのは、いくつかのエピソードが根拠となっている。第
一に、李希の出身地の甘粛省両当県は習近平の父親習仲勲ゆかりの地である。1932年4月、中国共
産党はこの両当県で武装蜂起を決行しており、習仲勲はこの「両当兵変」を指揮していた9。2013
年10月、習仲勲生誕100周年に際して両当県で記念行事が開催されたが、当時上海市党委員会副書
記だった李希もそれに出席した10。
　第二に、李希は1980年代半ばに甘粛省党委員会書記だった李子奇の秘書を務めていたといくつか
の有力新聞が報じている11。李子奇は習仲勲と関係が深い事で知られており12、李希は李子奇を介
して習家、とりわけ習近平と交流を深めた可能性があるとこれらの報道は指摘している。
　第三に、李希は2006年から2011年までの5年間、延安市党委員会書記を務めていたが、周知のよ
うに、延安は文化大革命中に習近平が7年にわたって下放されていた場所であり、強い思い入れのあ
る地である。延安市党委員会書記在任中、李希は習近平と交流があった。2007年、李希は延安市の
党と政府の代表団を率いて、上海を訪れているが、当時上海市党委員会書記を務めていた習近平が
訪問団を歓迎した13。習近平は2007年の党大会で政治局常務委員に昇格したが、2008年3月に李希
は習近平が文革中に滞在した延安の梁家河村に出向き、直前に開催された全国人民代表大会の陝西
省代表団の会議に習近平が参加した際に梁家河村への関心を語ったスピーチを伝達している14。ま
た、梁家河村の村民と習近平は何度か手紙のやり取りをしているが、2008年の7月にも李希は梁家
河村に出向き、習近平からの手紙を渡している15。
　以上の三点は、李希と習近平の特別な関係の直接的な根拠とはならないが、両者の繋がりの可能
性を示すものである。少なくとも、次の項で言及するように、習近平の総書記就任後、李希は事あ
るごとに習近平を持ち上げ、讃えており、両者が協力的な関係にあるのは明らかである。
　李希と他の政治エリートの関係は如何なるものであろうか。まず特筆すべきは、趙楽際である。
李希は2004年から2011年まで陝西省党委員会常務委員だったが、趙楽際は2007年から2012年ま
で陝西省党委員会書記を務めており、両者はかなり長い期間業務を共にしている。業務関係の存在
は必ずしも私的な関係を示すものではないが、両者が共に習近平と協力的な関係にあることは重要
な事実である。また、2011年に上海に移って以降は、兪正声、韓正両党委員会書記の下で働いた。
そういう意味では、江沢民に連なる人脈とも交流があったと言える。
　なお、遼寧省党委員会書記の前任者である王珉は江蘇省出身で、前国家副主席の李源潮と関係が
深いと言われる16。李源潮は2017年の党大会で定年に達していなかったにもかかわらず、中央委員
にも選ばれず、2018年3月の国家副主席退任に伴って完全引退となった。習近平と李源潮の関係が
良好でないことは周知の事実であり、習近平は李源潮に近い人物の後任に自らと親しい李希を送り
込むことに成功したと言える。
政策、思想的傾向
　李希の政策選好について、公開されているインタビューや署名記事は殆どが時々の役職の立場か
らの発言であり、李希個人の考え方を知る材料とするには不十分である。例えば、延安市党委員会
書記時代、胡錦濤の科学的発展観に絡めて「エコロジカル延安」の建設を訴える記事を党機関誌の
『求是』に発表したり17、上海市党委員会組織部長兼党校長時代には、上海市党校が発行する『党
政論壇』に、党校の始業式でのスピーチが掲載されたりしている。遼寧省時代には、省長及び省党
委員会書記として、発言やインタビュー、署名記事が『人民日報』に掲載される機会が多くなった
が、殆どは経済の振興を訴えるものであった18。地方幹部としてキャリアを積み、派手なパフォー
マンスもしてこなかったため、政策面で独自色はさほどないと思われる。ただし、甘粛、陝西、上
海、遼寧と経済発展段階が異なる様々な地域に勤めてきたため、中国経済の多様性についてはある
程度理解があると考えるべきである。
　特筆すべきことがあるとすれば、李希は習近平への権力集中を強く支持していることである。
2016年始め、他の地方幹部に先駆けて「核心意識」という言葉を用いて、習近平を持ち上げた19。
2017年3月の全国人民代表大会の遼寧省分科会では、「習近平総書記が党中央の核心となったこと
は、党最大の幸運であり、国最大の幸運であり、民族最大の幸運である」と習近平を讃えた20。
2017年の党大会期間中には、習近平の政治報告を受け、「習近平による新時代の中国の特色ある社
会主義重要思想」について、党の思想理論発展史上の新境地、世界社会主義学説と理論発展史上の
マイルストーン、精神的支柱、行動指南、中華民族の偉大なる復興を実現するための思想的灯台、
精神的北斗七星などと美辞麗句を並べている21。このように、李希は習近平のリーダーシップを強
く支持していると言える。
今後の展望
　広東省党委員会書記就任後の李希はかつての汪洋と異なり、派手な政策は打ち出しておらず、習
近平政権の方向性と歩調を合わせている。党委員会書記就任後の李希の活動で特筆すべきものを列
挙する。
　2017年の党大会直後、習近平は政治局常務委員全員を引き連れて、上海の第一回党大会跡地記念
館を訪問した。そこで共産党員が入党時に唱える入党宣誓詞を全員で再度唱和するというパフォー
マンスをみせ、党のルーツを再確認した22。それを受けて、各地の幹部もこぞって革命聖地を訪問
したが、李希も同様に11月2日と5日に続けて二度も広州にある第三回党大会跡地記念館を訪れた。
11月5日には、中央の政治局常務委員たちに倣って、省党委員会常務委員全員で入党宣誓詞を再度
唱和した23。
　また、広東は改革・開放が始まった場所であり、経済特区の深圳は改革・開放の象徴である。歴
代の党委員会書記も必ず深圳への視察を行ってきたが、李希は就任直後の11月6日から7日に深圳を
視察し、鄧小平の銅像に献花した24。2018年は改革・開放40周年とされる年であり、李希は広東
のトップとして、度々改革・開放について触れ、記念行事に関わった25。ただし、習近平が改革・
開放40周年を必ずしも大々的に記念しなかったこともあり、李希の存在感は必ずしも大きくなかっ
た。
　もう一つ、李希が広東省党委員会書記として取り組む重要な政治課題は、「粤港澳大湾区」（広
東香港マカオビッグベイエリア）建設である。習近平政権は広東、香港、マカオを一体的な大経済
圏として発展させる構想を打ち出している26。李希は広東のトップとして、粤港澳大湾区建設領導
小組の副組長を務め、経済一体化を推進する立場にある27。ただし、大陸側の香港業務の担当者は
政治局常務委員の韓正であり、地方幹部で政治局委員の李希がどの程度実質的な役割を果たせるか
は不透明である。
　現在、李希には目立つ政敵がおらず、大きな失点もなく、無難に仕事をこなしている。このまま
大きな問題が発生しなければ、次回の党大会が開かれる2022年、1956年生まれの李希は66歳とな
り、引退する年齢に満たない。次期政治局常務委員の有力候補だと言える。
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省党委員会書記と異なり、「核心意識」という言葉を用いるに留め、直接習近平を「核心」と呼称することはしなか
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20 張勇祥「習主席と親密な地方指導者　実務能力アピール合戦」『日本経済新聞』2017年3月10日。
21 李希「新時代的思想灯塔和精神北斗」『人民日報』2017年10月21日。
22 この第一回党大会跡地記念館訪問の主たるテーマは、「初心を忘れない」であった。党員生活の始まりである入
党宣誓を再度行うことで、入党時の志や使命感を再確認した。李涛、蘭紅光「習近平在瞻仰中共一大会址時強調　銘
記党的奮闘歴程時刻不忘初心　担当党的崇高使命矢志永遠奮闘」『人民日報』2017年11月1日。
23 徐林「不忘初心牢記使命永遠奮闘」『南方日報』2017年11月6日。
24 「以習近平新時代中国特色社会主義思想為指引　在加快建設社会主義現代化新征程上走在前列」『南方日報』
2017年11月8日。
25 李希「改革開放　開創広東新局面」『人民日報』2018年3月13日、劉磊・呉冰・賀林平「貫徹新発展理念　推動
高質量発展」『人民日報』2018年4月9日、徐林「認真学習貫徹習近平総書記重要講話精神　堅定不移将改革開放進
行到底　奮力譜写新時代広東改革開放新篇章」『南方日報』2018年12月19日。
26 益満雄一郎「中国、香港・マカオと大経済圏構想　習主席主導　『一国二制度』後退、懸念も」『朝日新聞』
2019年3月10日。
27 大陸の中央政府や新華社は、李希が副組長を務めていることを公式的には発表していないが、マカオの新聞局が
李希の役職を報じている。「粤港澳大湾区建設領導小組第一次全体会議　行政長官：全力配合国家統一部署投入建
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